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☆発掘司司査プごより☆

l・金森東遺跡12次調査（守山町）
かねがもりひがし

区画整理事業に伴う金森東遺跡の発掘調査も4月20日から再開しています。 これまでの調査によづて．

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての集落が見つかっています。これらの集落の広がりや隣接する

他の遺跡との関係などを今後の調査で確認していきたいと思いますc
ほったてぱしらたても‘

さて、現在調査を進めているところでは古墳時代中期の溝や中世の掘立柱建物などが見つかってきて
たてあなじ●うき』

いるほか、竪穴住居ではないかと考えられる遺構も検出されています。まだ調査中であるため、詳細は

よくわかりませんが、次号では具体的な成果を報告したいと思います。（小出）
えんまど‘

2．焔魔堂遺跡の調査（焔魔堂町）

4月下旬から民間の宅地造成工事に先立ち、約3600㎡を剣
ほうけいしめうこ

象に発掘調査を開始しました。これまでのところ、方形周溝
ぽ

墓2基と竪穴住居1棟のほか、溝、ピットなどを検出してい
だせいせきぞ

ます。また遺物では土器のほか打製石鑑1点が見つかってい

ます。石鎌は方形周溝墓の周溝を掘削中に見つかったもので、

その時期についてはよくわかっていませんc

I
調査はまだ開始したばかりです。次号ではもう少し詳細な打製石鎌実測図(S=l/1)

報告をしたいと思います。（中村） 旬

発掘調査位置便
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しものごう

3．下之郷遺鯉4次調査（下之郷町）

都市計画道路建設に伴い、昨年10月から下之郷遺跡を調査しています。今回の調査地は建設が予定さ
かんごうし◆うらく

れる道路の延長部約20Omを対象としていて、弥生時代中期の環濠集落の中心部分を横断するかたち

で調査が進められています。下之郷遺跡はこれまでに24次の調査がおこなわれてきたものの、環濠の内

側のムラの様子がはっきりとわかりませんでした。今年度の調査ではムラの内部を発掘するため、新た

な発見が期待されます。そこで、これまでの調査成果をおさらいする意味で、おもいつくままにいくつ

か書いてみようと思います。

①下之郷遺跡では3条から9条の濠力端円形に堀りめぐられされている。その直径は400mを越

える場所があり、全国でも屈指の規模を誇る環濠集落である。
ちゅうきこうよう

②環濠から出土する土器の年代は弥生時代中期後葉（約2100年前）のものであるが、環濠によって

出土する土器の形などが少し変化している。このことから、環濠が同じ時期に埋もれたのではな

いことがわかる。
＜うごう

③環濠は「大坂城」のように常に水をたたえていたのではなく、空濠の状態であったと考えられるく
ぼいきほうけいし●うこうぽぐん

④環濠の外側には墓域（方形周溝墓群）が4カ所以上で確認されている。（ムラ人が分散して、墓

を築いた。）
どぱし

⑤環濠集落の出入り口が2カ所で発見されている。lか所は集落の北西側で、濠を埋めたて「土橋ゞ
きばし

状の通路となっており、もうlか所は北東側で、濠に「木橋」が架かっていたと推定される。

⑥今のところ、集落内からは掘立柱建物が4棟見つかっている。
たてませいせつけん

⑦当時の戦いに使われたと考えられる武器がたくさん発見されている。（弓、盾、磨製石剣、磨製
せつかかえませいせきぞくだせいせ倉ぞくかんじようせ倉冬かんせさどうけん

石父、父の柄、磨製石鑑、打製石錐、環状石斧、環石、銅剣など）
さ‘ もんちゅう

⑧環濠の内側には濠に沿って、「柵」や「門柱」の跡が数カ所で確認されている。
もくせいのうぐ

⑨当時の農業の様子を探るうえで重要な木製農具やその作りかけの材木が発見されている。
ひろぐわち●〈へいす世どろ

（広鍬、着柄鋤、泥よけなど）
ばんも

⑩当時の集落周辺に繁茂していた植物が環濠内から多量に見つかっている。（スギ、コナラ、カシ
．r

類、ハンノキ、ケヤキ、エノキ、ムクノキ、ニレ、タラノキ、ヤマグワ､ヒサカキ、ヤマハゼ、

ヌルデ、ムクロジ、トチノキ、モモ、キイチゴ、マメ類、ウリ、ニワトコ、オモダカ、ノブドウ

カヤツリグサ、ムラサキシキブ､-コメなど）

⑪当時の集落周辺に生息していた動物や昆虫が発見されている。（動物・・・・イノシシ、シカ、

昆虫・・・・オサムシ、マメコガネ､モリヒラタゴミムシ、コアオハナムグリ、エンマコガネ

ゲンゴロウ、ガムシ、貝類・・・・タデポシガイ）

以上、簡単に下之郷遺跡の調査成果について紹介してきましたが、今後解明しなければならない課題



は山のようにあります。今後の調査に期待したいと思います (川畑＞

凄
ゲンゴロウ科の仲間コガネムシ科の仲間ガムシ科の仲間オサムシ科の仲間

こなら
けやき

☆-最主丘石崖言忍さオーしプニPfcrt旦二cつ冒城動く
ちゅうせいじようかくぷんぶちようさほうこくし上 かねがもりじようみやけじよう

『滋賀県中世城郭分布調査報告書』によると、市内には金森城や三宅城など約27ケ所の城跡があるこ

とがわかります。ほとんどの城跡は具体的な場所や内容などよくわかっていませんが、各種の調査や見

学会などで市内を巡回すると、思いがけない発見をすることがあります。

平成6年1月26日早朝、立田町の円福寺一帯で文化財の消防訓練が行われました。約2時間の訓練を
＊どるい

終え、帰路につく途中、民家の敷地の端に土塁と考えられる幅約2m、高さ50cin程の土の高まりを見か
とだじ』うたちぽなじよう

けました◎立田町には戸田城と立花城の二つの城跡があると推定されていましたが、確実な場所はよく

わかっていませんでした。発見した士塁は戸田城の一部ではないかと考えられ、その存在が確認できた

わけです。

また、平成8年には滋賀県教育委員会による近世民家調査力惟められ、市内では矢島町や守山町の民
てんぽう

家を調査する機会を得ました。このうち、矢島町の民家（武道天神社の東側）は江戸時代後期の「天保
きみん しようや

の義民」時の庄屋の屋敷であり、建物も古く、庭園も良好なものでした。この調査中、敷地の東側に土
やじまごしょ

塁があることを確認することができました。今回土塁を確認した場所は従来からいわれてきた矢島御所

の推定範囲の北端にあたります。土塁は幅約5m、高さ1mでの規模で、矢島町集落に残る道路と同じ

くほぼ前上方向に築かれています。約30年程前の地図をみると集落内に残る道路が~一定の距離で折れ曲

がっていて、三宅町の三宅城推定地付近にみられる道路の特徴に類似していることに気づきます。また
やしきだ ひがししろ きたかきうち

周囲には「かまえ」、「屋敷田」、－「東白（城か？）」、「北垣内」など城や屋敷に関係すると考えら

れる地名（小字名）もみられ、矢島町集落一帯に城跡が存在したことが推定できるわけです。矢島町に
あしかがよしあきじようかんあと

は以前から足利義昭の城館跡である矢島御所遺跡が知られていますが、従来から考えられてきた推定範

囲の外側にもそれとは別の中世城郭が存在した可能性が考えられます。

以上のように、ここ数年の間に2ケ所で城跡と考えられる士塁が確認されました。しかし、守山にあ
いな

る中世の城跡についてはまだまだ不明の点が多いことは否めません。今後もたくさんの発見がなされる

こと力糊待されます。
（山崎）



*圭皇
くるわ

*曲輪

やかた＊くるわ どて

土を積み上げて築いたとりで。また、城・館の曲輪に設けられた土手。
じようへき がけ

城壁や堀、自然の崖や川などで仕切った城・館内の区画。

『大辞林』（第二版）三省堂より

中世城郭分布図矢島町周辺図

【埋蔵文化財センター歴史入門講座のお知らせ】

埋蔵文化財センターでは下記のとおり歴史入門講座を開催いたします。4年目の今年は「遺跡調査か

ら何がわかるか」をテーマに、資料やスライドを使ってセンター職員がわかりやすい解説をします。

☆開催日時および講座内容～全体テーマ『遺跡から何がわかるか』～

第1回6月20日（土）午前10時～12時「発掘事始め－遺跡調査から何がわかるか－」
第2回7月18日（土）〃「弥生時代の遺跡調査」
第3回8月22日（土）〃「古墳時代の遺跡調査」
第4回9月19日（土）〃「奈良時代の遺跡調査」
第5回10月16日（金）〃遺跡発掘現場の見学
第6回12月19日（土）〃「中世の遺跡調査」

☆開催場所守山市立埋蔵文化財センター2階会議室（守山市服部町2250番地）

☆申込み方法埋蔵文化財センターに電話か有線で申込み下さい。

窓585－4397有線（速)38112

※詳しいお問い合わせは市立埋蔵文化財センターまで

壷交通機関JR守山駅から近江バス（服部線）市立埋蔵文化財センター行き終点下車碑
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